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学校評価アンケートへのご協力、ありがとうございました
1学期末の学校評価アンケート結果は、おおむね高評価でした。1学期の児童の頑張り

や我々教職員の働きを認めてくださったことは、素直に嬉しいです。しかし、全児童や保
護者がすべてにおいて「とっても良い！」と言ってくださっているわけではありません。
少数意見も大切にして、今後改善していくつもりです。
今回は、児童と保護者や教職員の結果が異なっていた２つの事柄について紹介します。

※「当てはまる」、「まあまあ当てはまる」、「あまり当てはまらない」、「当てはまらない」の順

児童の９割以上は肯定的に回答していますが、保護者の４人に1人は、「もっと頑張れ
る」と感じているようです。
新学習指導要領の観点の一つ「主体的に学習に取り組む態度」の中には「自らの学習を

調整する力」が求められています。例えば、ソフトボールの試合に負けた後、その敗因を
考えるのではないでしょうか。「エラーが多かったので守備力の強化が必要だ。だからノ
ックを増やそう。」と今後の練習を調整するはずです。学びにも同じような調整が必要で
す。自分の力を客観的に捉え、必要な学習は何かを考え実践することが、学力向上には欠
かせません。保護者の何人かが感じておられるように、そういう意味では、まだまだ自主
学習に向上の余地があるのではないでしょうか。やれと言われた勉強をただこなすことが、
本当の勉強ではないということを、子どもたちにも話していく必要があります。

※「当てはまる」、「まあまあ当てはまる」、「あまり当てはまらない」の順（「当てはまらない」はすべて０％）

あいさつについても、児童の９割以上が肯定的に回答しています。しかし、保護者の２
割、教職員の４割は「まだまだ足りない」と感じています。

児童 保護者 教職員

児童 保護者 教職員



先ほどの自主学習と同じように、言われたことはきちんとできます。先生や保護者から
「大きな声であいさつをしましょう」と言われたときには、とてもよいあいさつができる
のです。しかし、自ら考えて、必要なときに必要なあいさつをすることは苦手です。私か
ら見ても、「この子、いつも気の利いた気持ちの良いあいさつができるなぁ」と感じる子
は少数です（発達段階もありますので、低学年の児童には難しいことかもしれません）。
私自身、あいさつは相手をおもんぱかる気持ちの表れだと思っています。「よくがんばっ
ていますね」「今日も元気で良いですね」「おかげ様でうまくできました」などという気
持ちが「おはようございます」「こんにちは」というあいさつになっているのだと思いま
す。だから、目を合わさないでぼそっと言うあいさつは、あいさつではありません。気持
ちが伝わってこそのあいさつだということを、ご家庭でもお子さんに話してあげてくださ
い。学校でも機を見つけて話していこうと思います。

★その他保護者から寄せられたご意見ご質問に対する回答
※回答できる内容のみ選択して載せています。

◎学校で、コロナウイルスだけでなく、季節性の風邪・ウイルス感染症(RSウイルスやインフルエ

ンザ等含む)の感染者が出た場合には、できるだけ早く知らせてほしいです。

回答

個人情報ということもあり、すべてを速やかにお伝えすることは難しいです。しかし、状況

を鑑みて、お伝えした方が良いと判断した場合は、了承をとった後お伝えします。

◎コロナも5類になりましたが、給食はランチルームではなく未だに各教室で食べていると聞きま

した。今後ランチルームで食べる予定はあるのでしょうか。

回答

５月に５類に移行しましたが、感染が拡大する可能性があることから、全校一斉での給食を

避けました。今現在、感染が拡大している状況ですので、２学期も教室での給食を続けます。

状況が好転した場合は、ランチルームでの一斉給食も検討します。

◎授業の振り返りについての質問は、本アンケート以外でも多く見か

けますが、参観以外の様子について発信が少ないため、正しい評

価には繋がりにくいです。

回答

学校生活状況の発信につきましては、今後も務めて参ります。授

業の様子等が不明な場合は、お子様に尋ねてみてください。また、

参観日以外での参観も歓迎いたします。

◎小学校全体的なことですが、口が悪い・あいさつが出来ない・手が出るといった、コミュニケー

ション下手な児童が見受けられます。自分の気持ちを言葉にすることや、交渉するスキルなど

友達や大人と上手にやり取りするスキルを磨いて欲しいです。

回答

この通信にも、あいさつについて記述しました。今後も努めて参ります。

◎タブレット活用（連絡帳の完全タブレット化・宿題の完全タブレット化・お便りの完全タブレット

化や安心メール化など）で、脱紙を進めて欲しいです。

回答

脱紙は世の中の流れですし、ゆくゆくはそうなっていくのだと思います。しかし、ソフト、ハ

ード両面に課題があるのも事実です。また、紙の方が良いと考えておられる保護者も一定数

おられると思います。できるところから無理がないように進めていきます。温かい目で見守

っていただけるとうれしいです。


